
１．精神通院医療の範囲

  精神障害及び当該精神障害に起因して生じた病態に対して病院又は診療

所に入院しないで行われる医療（通院医療）です。

  症状が殆ど消失している患者であっても、軽快状態を維持し、再発を予防

するためになお通院治療を続ける必要がある場合も対象となります。

２．対象となる精神疾患

(1)病状性を含む器質性精神障害（F0）
(2)精神作用物質使用による精神及び行動の障害(F1) 
(3)統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害(F2) 
(4)気分障害(F3) 
(5)てんかん(G40) 
(6)神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害(F4) 
(7)生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群(F5) 
(8)成人の人格及び行動の障害(F6) 
(9)精神遅滞(F7) 
(10)心理的発達の障害(F8) 
(11)小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害(F9) 
※(1)～(5)は高額治療継続者（いわゆる「重度かつ継続」）の対象疾患


